
「新潟市工之跡」石碑建立と移転の経緯

◎ 新潟市下町に、唯―の新潟市立工業高等高校が開校

昭和 20年 3月  新潟市立工業高等高校として開校

(新潟市鉄工組合の解散により、その建物や

機械器具を新潟市が譲 り受けて開校、生徒
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新潟市木工試験場を買収、本拠とする

第一期卒業生 40名

第二代目磯員校長により「校訓」が決まる

定時制に機械科 1学級増設

電気科 1学級新設
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創立 25周年記念式典挙行

新教育課程発足機械科 1学級増設

創立 30周年記念式典挙行

市議会にて市立高等学校整備が決まる

市立白山高校、市立工業高等学校の両校で検討

新潟市立高志高等学校発足

定時制閉課程記念式挙行
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